
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かしこく・ゆたかに・たくましく」  

洋野町立大野小学校  

校報  第５号  文責  久保田  
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 大野小学校の卒業生で、現在盛岡第一高等学校三年の

福島里菜さんが、本校に図書 6 冊を寄贈してくれました。

学校の総合的な学習の中で、自主的に企画した「探求グル

ープ ブックマーク」としての取組。全校生徒に呼びかけ

古本を回収し、書店で新品の本に変えてもらい、これまで

に小児病棟の子ども達に本をプレゼントしたそうです。

始めた当初は、「ぜひ母校に本をプレゼントしたい」とい

う願いで始めたとのこと。一冊一冊に手描きのポップを

つけてくれました。また、本を選んだ理由や読みどころを

熱く語ってくれました。中でも、「ともだちや」という絵

本は、小学生の時に朝の読み聞かせの時間に読書ボラン

ティアさんが読んでくれた絵本で、「今読んでも楽しい本

です。」と言っていました。幼少期の読書週間の大切さを

改めて感じさせられました。先日の全校朝会で里菜さん

の活動や本について、子ども 

達に紹介したところです。 

大切に読ませていただきます。 

大変ありがとうございました。 

本は、図書室
や プ レ イ ホ
ー ル に 展 示
しています。 

本の循環 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４月の行事から】 ～ 第 1 回避難訓練 ～ 
 火災を想定し避難訓練を行いました。今年度初めての避難訓練だったため、今回は避難の仕方

や避難経路を確認しながら子ども達は、「おさない、かけない、しゃべらない、もどらない」を守

りながら、学級ごとに避難しました。久慈消防署大野分署の方々に避難の様子を見ていただき、

講評をいただきました。火災では、煙に巻き込まれ被害にあうことが一番多いそうです。避難し

た後、教室の中に煙を充満させ、建物に取り残された時のことを想定した避難の仕方も体験しま

した。暗闇の中、署員の方の声を手掛かりに、ダンゴムシのように身を丸めて避難の訓練をしま

した。初めての煙体験でしたが、皆真剣に取り組むことができました。  

 

《けむり体験》 

教室の中は真っ暗で、テーブルがかすかに見えます。  一人ずつ全員が体験しました。 

校庭に避難する子ども達  

署 員 の

方 の 講 評

を 真 剣 に

聞 く 子 ど

も達  


